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(57)【要約】
【課題】データ処理方法、これを実行するための装置、
及びこの装置を具備する表示装置を提供すること。
【解決手段】表示パネルのデータ処理方法において、ｐ
番目フレームデータを保存し、ｐ番目フレームデータに
対応するデータイネーブル信号のパルス数に基づいてｐ
番目フレームデータの表示モードが非自動回転モードで
あるか又は自動回転モードであるかを判断し、判断され
た表示モードに応じて観察者から見た表示パネルの形状
に対応するｐ番目フレームデータを処理する。出力画像
が常に正常方向にディスプレイされ、出力画像を回転し
ない際には出力画像を補償することによって表示パネル
の表示品質を向上させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｐ番目フレームデータ（ｐは自然数）を保存し、
　前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数に基づいて前記
ｐ番目フレームデータの表示モードが非自動回転モードであるか又は自動回転モードであ
るかを判断し、
　判断された表示モードに応じて前記ｐ番目フレームデータを処理すること、
を含むデータ処理方法。
【請求項２】
　判断された前記表示モードが、前記非自動回転モードである場合、前記ｐ番目フレーム
データの処理は、
　保存された前記ｐ番目フレームデータを回転させること、を含むことを特徴とする請求
項１に記載のデータ処理方法。
【請求項３】
　前記ｐ番目フレームデータが前記自動回転モードである場合、前記ｐ番目フレームデー
タの処理は、
　保存された前記ｐ番目フレームデータを利用して、（ｐ＋１）番目フレームデータを補
償すること、を含むことを特徴とする請求項２に記載のデータ処理方法。
【請求項４】
　前記（ｐ＋１）番目フレームデータの補償は、保存された前記ｐ番目フレームデータの
回転無しに実行することを特徴とする請求項３に記載のデータ処理方法。
【請求項５】
　前記非自動回転モードの場合、前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル
信号のパルス数が前記自動回転モードの場合よりも少なく、前記自動回転モードの場合、
前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数が前記非自動回転
モードの場合よりも多いことを特徴とする請求項３に記載のデータ処理方法。
【請求項６】
　前記非自動回転モードは、ベーシック入／出力システムモードであり、前記自動回転モ
ードは、ウィンドウモードズであることを特徴とする請求項３に記載のデータ処理方法。
【請求項７】
　前記ｐ番目フレームデータを保存する前に前記ｐ番目フレームデータを圧縮エンコード
し、
　前記ｐ番目フレームデータを処理する前に、圧縮エンコードされた前記ｐ番目フレーム
データを圧縮デコードすること、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のデータ
処理方法。
【請求項８】
　ｐ番目フレームデータ（ｐは自然数）を保存する保存部と、
　前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数に基づいて前記
ｐ番目フレームデータの表示モードが非自動回転モードであるか又は自動回転モードであ
るかを判断するモード判断部と、
　判断された表示モードに応じて表示パネルに対応する前記ｐ番目フレームデータを処理
するデータ処理部と、
を含むデータ処理装置。
【請求項９】
　前記ｐ番目フレームデータを圧縮エンコードして前記保存部に提供するエンコーダーと
、
　圧縮エンコードされた前記ｐ番目フレームデータを圧縮デコードして前記データ処理部
に提供するデコーダーと、をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載のデータ処理装
置。
【請求項１０】
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　前記データ処理部は、
　前記表示モードが前記非自動回転モードの場合、前記ｐ番目フレームデータを回転させ
る回転部と、
　前記ｐ表示モードが前記自動回転モードの場合、前記ｐ番目フレームデータに基づいて
（ｐ＋１）番目フレームデータを補償する補償部と、を含むことを特徴とする請求項８に
記載のデータ処理装置。
【請求項１１】
　前記補償部は、前記ｐ番目フレームデータ及び前記（ｐ＋１）番目フレームデータに対
応して前記（ｐ＋１）番目フレームデータが補償された補償データが保存されたルックア
ップデーブルを含むことを特徴とする請求項１０に記載のデータ処理装置。
【請求項１２】
　前記非自動回転モードの場合、前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル
信号のパルス数が前記自動回転モードの場合よりも少なく、前記自動回転モードの場合、
前記ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数が前記非自動回転
モードの場合よりも多いことを特徴とする請求項１０に記載のデータ処理装置。
【請求項１３】
　前記非自動回転モードは、ベーシック入／出力システムモードであり、前記自動回転モ
ードは、ウィンドウモードズであることを特徴とする請求項１２に記載のデータ処理装置
。
【請求項１４】
　前記表示モードに応じて前記補償部の出力信号または前記回転部の出力部の出力信号を
選択的に出力するマルチプレクサをさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載のデー
タ処理装置。
【請求項１５】
　横方向に延びたデータ配線と、前記横方向より短い縦方向に延びたゲート配線を含む表
示パネルと、
　ｐ番目フレームデータ（ｐは自然数）に対応するデータイネーブル信号のパルス数に基
づいて判断された前記ｐ番目フレームデータの表示モードに応じて、前記ｐ番目フレーム
データを処理するデータ処理装置と、
を含む表示装置。
【請求項１６】
　前記データ処理装置は、
　前記ｐ番目フレームデータを保存する保存部と、
　前記データイネーブル信号のパルス数に基づいて前記表示モードが非自動回転モードで
あるか又は自動回転モードであるかを判断するモード判断部と、
　前記表示モード部が前記非自動回転モードである場合、前記ｐ番目フレームデータを回
転させる回転部と、
　前記表示モードが前記自動回転モードである場合、前記ｐ番目フレームデータに基づい
て前記（ｐ＋１）番目フレームデータを補償する補償部と、を含むことを特徴とする請求
項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記表示パネルは、前記横方向に複数の第１画素が配列された第１画素列と、前記縦方
向に複数の第２画素が配列された第２画素列とを含み、
　一対のデータ配線は、１つの第１画素列と電気的に接続され、１つのゲート配線は、一
対の第２画素列と電気的に接続されることを特徴とする請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記モード判断部は、前記ｐ番目フレームデータに対応する前記データイネーブル信号
のパルス数が前記第２画素の個数と異なると、前記表示モードを前記自動回転モードと判
断することを特徴とする請求項１７に記載の表示装置。
【請求項１９】
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　前記モード判断部は、前記ｐ番目フレームデータに対応する前記データイネーブル信号
のパルス数が前記第２画素の個数と同一であると、前記表示モードを前記非自動回転モー
ドと判断することを特徴とする請求項１７に記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記一対のデータ配線は、２つの前記第１画素ずつ交互に接続されることを特徴とする
請求項１７に記載の表示装置。
【請求項２１】
　前記一対のデータ配線は、１つの前記第１画素ずつ交互に接続されることを特徴とする
請求項１７に記載の表示装置。
【請求項２２】
　前記データ処理装置は、前記表示モードに応じて前記補償部の出力信号または前記回転
部の出力信号を選択的に出力するマルチプレクサを含むことを特徴とする請求項１６に記
載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ処理方法、これを実行するための装置、及びこの装置を含む表示装置
に関し、より詳しくは表示品質を向上させるためのデータ処理方法、これを実行するため
の装置、及びこの装置を含む表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、液晶表示装置は、液晶表示パネルと、液晶表示パネルを駆動させる駆動チッ
プが取り付けられた印刷回路基板と、液晶表示パネルと印刷回路基板とを電気的に接続し
、ソース駆動チップが取り付けられたソーステープキャリアパッケージ及びゲート駆動チ
ップが取り付けられたゲートテープキャリアパッケージと、を含む。一般的に、液晶表示
装置は、マトリックス形状に配列された単位画素を含む。縦方向に延びたデータラインは
データ信号を単位画素に提供し、横方向に延びたゲートラインは、単位画素をスキャンす
る。
【０００３】
　装置のサイズを小さくし、製造原価を節減するために、ゲートテープキャリアパッケー
ジを除去し、ゲート駆動回路を液晶表示パネルに直接形成するＧＩＬ（Ｇａｔｅ　ＩＣ　
Ｌｅｓｓ）構造が開発されて液晶表示装置に適用されている。
【０００４】
　これとともに、ソース駆動チップの個数を減らすために、色を表し、単位画素に含まれ
ているサブ画素の長辺が液晶表示パネルの上側に配列された、即ち、横画素構造が採用さ
れている。横画素構造において、レッドカラー画素、グリーンカラー画素、及びブルーカ
ラー画素の各々は、ゲートラインの延長方向である横方向に沿ってその長辺が配置され、
データラインの延長方向である縦方向に沿ってその短辺が配置されて、レッド、グリーン
、及びブルー画素が縦方向に配列される構造である。ＧＩＬ構造及び横画素構造を取り入
れることによって液晶表示装置の部品数及び製造費用が節約できる。
【０００５】
　しかし、横画素構造を採用する液晶表示装置では、各々の色画素の長辺及び短辺、即ち
、色画素の長さ及び幅の大きさが、横画素構造を採用しない一般的な液晶表示装置と反対
であるため、横画素構造を取り入れる液晶表示装置の出力イメージは歪曲される場合があ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の技術的課題は、上述のような点を解決するためのものであり、本発明の目的は
、観察者を基準にして、出力画像が常に正常方向にディスプレイされるようにすることに
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よって、表示品質を向上させることのできるデータ処理方法を提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、前記データ処理方法を実行するためのデータ処理装置を提供する
ことにある。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、前記データ処理装置を備えた表示装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の本発明の目的を達成するために、本発明の一実施形態によるデータ処理方法は、
ｐ番目フレームデータ（ここで、ｐは自然数）を保存し、ｐ番目フレームデータに対応す
るデータイネーブル信号のパルス数に基づいてｐ番目フレームデータの表示モードが非自
動回転モードであるか自動回転モードであるかを判断し、判断された表示モードに応じて
ｐ番目フレームデータを処理すること、を含む。
【００１０】
　本発明の実施形態において、決定された表示モードが、非自動回転モード（non-self-p
ivotable display mode）である場合、保存されたｐ番目フレームデータを回転させても
よい。
【００１１】
　本発明の実施形態において、ｐ番目フレームデータの判断された表示モードが自動回転
モード(self-pivotable display mode)である場合、（ｐ＋１）番目フレームデータを保
存されたｐ番目フレームデータを利用して補償してもよい。
【００１２】
　本発明の実施形態において、（ｐ＋１）番目フレームデータの補償は、保存されたｐ番
目フレームデータの回転無しに実行されてもよい。
【００１３】
　本発明の実施形態において、非自動回転モードの場合、ｐ番目フレームデータに対応す
るデータイネーブル信号のパルス数が自動回転モードの場合よりも少なく、自動回転モー
ドの場合、ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数が前記非自
動回転モードの場合よりも多くてもよい。
【００１４】
　本発明の実施形態において、非自動回転モードは、ベーシック入／出力システムモード
であってもよく、自動回転モードは、ウィンドウズモードであってもよい。
【００１５】
　本発明の実施形態において、ｐ番目フレームデータを保存する前にｐ番目フレームデー
タを圧縮エンコードしてもよく、ｐ番目フレームデータを処理する前に、圧縮エンコード
されたｐ番目フレームデータを圧縮デコードしてもよい。
【００１６】
　上述の本発明の他の目的を達成するために、本発明の一実施形態によるデータ処理装置
は、保存部、モード判断部、及びデータ処理部を含む。保存部は、ｐ番目フレームデータ
（ここで、ｐは自然数）を保存する。モード判断部は、ｐ番目フレームデータに対応する
データイネーブル信号のパルス数に基づいてｐ番目フレームデータの表示モードが非自動
回転モードであるか自動回転モードであるかを判断する。データ処理部は、判断された表
示モードに応じて表示パネルに対応するようｐ番目フレームデータを処理する。
【００１７】
　本発明の実施形態において、データ処理装置は、ｐ番目フレームデータを圧縮エンコー
ドして保存部に提供するエンコーダー及び圧縮エンコードされたｐ番目フレームデータを
デコードしてデータ処理部に提供するデコーダーをさらに含んでもよい。
【００１８】
　本発明の実施形態において、データ処理部は、ｐ番目フレームデータが非自動回転モー
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ドである場合、ｐ番目フレームデータを回転させる回転部と、ｐ番目フレームデータが自
動回転である場合、ｐ番目フレームデータに基づいて（ｐ＋１）番目フレームデータを補
償する補償部と、を含んでもよい。
【００１９】
　本発明の実施形態において、補償部は、ｐ番目フレームデータ及び（ｐ＋１）番目フレ
ームデータに対応して、（ｐ＋１）番目フレームデータが補償された補償データが保存さ
れたルックアップデーブルを含んでもよい。
【００２０】
　本発明の実施形態において、非自動回転モードの場合、ｐ番目フレームデータに対応す
るデータイネーブル信号のパルス数が前記自動回転モードの場合よりも少なく、自動回転
モードの場合、ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号のパルス数が前記
非自動回転モードの場合よりも多くてもよい。
【００２１】
　本発明の実施形態において、非自動回転モードは、ベーシック入／出力システムモード
であってもよく、自動回転モードは、ウィンドウズモードであってもよい。
【００２２】
　本発明の実施形態において、データ処理装置は、表示モードに応じて補償部の出力信号
または回転部の出力信号を選択的に出力するマルチプレクサをさらに含んでもよい。
【００２３】
　上述の本発明のさらに他の目的を達成するために、一実施形態による表示装置は、表示
パネル及びデータ処理装置を含む。表示パネルは、横方向に延びたデータ配線と、横方向
より短い縦方向に延びたゲート配線と、を含む。データ処理装置は、ｐ番目フレームデー
タ（ここで、ｐは自然数）に対応するデータイネーブル信号のパルス数に基づいて判断さ
れたｐ番目フレームデータの表示モードに応じて、ｐ番目フレームデータを処理する。
【００２４】
　本発明の実施形態において、データ処理装置は、ｐ番目フレームデータを保存する保存
部と、データイネーブル信号のパルス数に基づいてｐ番目フレームデータの表示モードが
非自動回転モードであるか自動回転モードであるかを判断するモード判断部と、表示モー
ド部が非自動回転モードである場合、ｐ番目フレームデータを回転させる回転部と、表示
モードが自動回転モードである場合、ｐ番目フレームデータに基づいて（ｐ＋１）番目フ
レームデータを補償する補償部と、を含んでもよい。
【００２５】
　本発明の実施形態において、表示パネルは、横方向に複数の第１画素が配列された第１
画素列と、縦方向に複数の第２画素が配列された第２画素列とを含み、一対のデータ配線
は、１つの第１画素列と電気的に接続され、１つのゲート配線は、一対の第２画素列と電
気的に接続されてもよい。
【００２６】
　本発明の実施形態において、モード判断部は、ｐ番目フレームデータに対応するデータ
イネーブル信号のパルス数が第２画素の個数と異なる場合、表示モードを自動回転モード
と判断してもよい。
【００２７】
　本発明の実施形態において、モード判断部は、ｐ番目フレームデータに対応するデータ
イネーブル信号のパルス数が第２画素の個数と同一である場合、表示モードを非自動回転
モードと判断してもよい。
【００２８】
　本発明の実施形態において、一対のデータ配線は、２つの第１画素ずつ交互に接続され
てもよく、一対のデータ配線は、１つの第１画素ずつ交互に接続されてもよい。
【００２９】
　本発明の実施形態において、データ処理装置は、表示モードに応じて、補償部の出力信
号または回転部の出力信号を選択的に出力するマルチプレクサを含んでもよい。
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【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、非自動回転モードに対応して液晶表示パネルにディスプレイされる出
力画像と、自動回転モードに対応して液晶表示パネルにディスプレイされる出力画像とが
常に正常方向にディスプレイされることができ、表示品質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態１による表示装置のブロック図である。
【図２】図１の表示パネルの画素構造を示す概念図である。
【図３】図１に示す駆動装置のブロック図である。
【図４】図１の表示パネルを駆動するためのデータ処理方式を説明するための概念図であ
る。
【図５】図１の表示パネルを駆動するためのデータ処理方式を説明するための概念図であ
る。
【図６】本発明の図１の表示パネルの駆動方法を説明するためのタイミング図である。
【図７】本発明の図１の表示パネルの駆動方法を説明するためのフローチャートである。
【図８】実施形態２による表示パネルの画素構造を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の表示装置の望ましい実施形態をより詳しく説明する
。本発明は多様な変更を加えることができ、様々な形態を有することができるため、特定
の実施形態を図面に例示し、本明細書に詳しく説明する。しかし、これは本発明を特定の
開示形態に対して限定しようとするものではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる
全ての変更、均等物、ないしは代替物を含むことと理解されるべきである。各図面を説明
しながら類似する参照符号を、類似する構成要素に対して使用した。図面において、構造
物のサイズは本発明を明確にするために実際より拡大して示した。第１、第２などの用語
は多様な構成要素を説明するにあたって使用することができるが、各構成要素は使用され
る用語によって限定されるものではない。各用語は１つの構成要素を他の構成要素と区別
する目的で使用されるものであって、例えば、明細書中において、第１構成要素を第２構
成要素に書き換えることも可能であり、同様に第２構成要素を第１構成要素とすることも
できる。単数表現は文脈上、明白に異なる意味を有しない限り、複数の表現を含む。
【００３３】
　本明細書において、「含む」または「有する」などの用語は、明細書上に記載された特
徴、数字、段階、動作、構成要素、部品、またはこれらを組み合わせたものが存在するこ
とを示すものであって、１つまたはそれ以上の別の特徴、数字、段階、動作、構成要素、
部品、またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性を予め排除しないことと
理解されるべきである。また、層、膜、領域、板などの部分が他の部分の「上に」あると
する場合、これは他の部分の「すぐ上に」ある場合のみでなく、その中間にさらに他の部
分がある場合も含む。反対に、層、膜、領域、板などの部分が他の部分の「下に」あると
する場合、これは他の部分の「すぐ下に」ある場合のみでなく、その中間にさらに他の部
分がある場合も含む。
【００３４】
実施形態１
　図１は、本発明の実施形態１による表示装置のブロック図である。図２は、本発明の図
１の表示パネルの画素構造を示す概念図である。
【００３５】
　図１及び図２を参照すると、表示装置は、表示パネル１００及び表示パネル１００を駆
動する駆動装置２００を含む。
【００３６】
　表示パネル１００は、マトリックス形状に配列された複数の画素を含む。各々の画素は
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、データ配線の延長方向である第１方向に沿ってその短辺を有し、ゲート配線の延長方向
である第２方向に沿ってその長辺を有する。ここで、第１方向は、横方向であり、第２方
向は、縦方向であるとする。ここで、マトリックス形状に配列された複数の画素のうち、
第１方向に一列に配列された画素を第１画素列と定義し、第２方向に一列に配列された画
素を第２画素列と定義する。例えば、第１画素列は、画素行（pixel row）と言及されて
もよく、第２画素列は、画素列（pixel column）と言及されてもよい。
【００３７】
　複数の第１画素列は、第１方向に配列され、複数の第２画素列は、第２方向に配列され
る。即ち、１つの画素は、第１画素列の構成要素でありつつ、第２画素列の構成要素でも
ある。
【００３８】
　本実施形態において、第１画素列は、複数の第１画素を含み、第２画素列は、複数の第
２画素を含む。
【００３９】
　表示パネル１００の複数の単位画素Ｐの各々は、Ｎ個のサブ画素を含む。表示パネル１
００において、Ｎ個のサブ画素が第１方向に沿って配列され、第１画素列は、Ｍ個の単位
画素Ｐを含む。また、第２方向に沿ってＴ個の単位画素Ｐが配列される。従って、第２画
素列は、Ｔ個の単位画素Ｐを含む。Ｎ、Ｍ、Ｔは自然数である。本実施形態において、Ｔ
はＭより小さい値を有する。即ち、表示パネル１００の横の辺は、表示パネル１００の縦
の辺より長い。しかし、表示パネル１００の横の辺は、表示パネル１００の縦の辺より短
くてもよい。
【００４０】
　互いに隣接する一対のデータ配線は第１画素列の第１画素のサブ画素と電気的に接続さ
れ、１つのゲート配線は互いに隣接する一対の第２画素列のサブ画素と電気的に接続され
る。
【００４１】
　図２に示すように、表示パネル１００は、複数のデータ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，Ｄ
Ｌｍ＋２，ＤＬｍ＋３）と、複数のゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬＮ＋２）と、
複数の単位画素Ｐと、を含む。各単位画素Ｐは、赤色（Ｒｅｄ）、緑色（Ｇｒｅｅｎ）、
及び青色（Ｂｌｕｅ）の画素を含む。ｍ及びｎは、自然数である。
【００４２】
　例えば、複数のデータ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）は、画素
行（pixel row）の方向である第１方向に延び、ゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬ
ｎ＋２）は、第１方向と交差する画素列（pixel column）の方向である第２方向に延びる
。第１単位画素Ｐ１は、第１方向に配列された第１赤色画素Ｒ１、第１緑色画素Ｇ１、及
び第１青色画素Ｂ１を含む。第２単位画素Ｐ２は、第１単位画素Ｐ１と第１方向に隣接し
て配置され、第１方向に配列された第２赤色画素Ｒ２、第２緑色Ｇ２、及び第２青色画素
Ｂ２を含む。
【００４３】
　互いに隣接する一対のデータ配線は、第１方向に延びた１つの第１画素列の第１画素と
電気的に接続される。
【００４４】
　例えば、第ｍデータ配線ＤＬｍは、隣接する第１画素列の第１赤色画素Ｒ１、第２赤色
画素Ｒ２、及び第２緑色画素Ｇ２と電気的に接続され、第ｍ＋１データ配線ＤＬｍ＋１は
、隣接する第１画素列の第１緑色画素Ｇ１、第１青色画素Ｂ１及び第２青色画素Ｂ２と電
気的に接続される。
【００４５】
　第ｍ＋２データ配線ＤＬｍ＋２は、隣接する第１画素列の第１緑色画素Ｇ１’、第１青
色画素Ｂ１’、及び第２青色画素Ｂ２’と電気的に接続され、第ｍ＋３データ配線ＤＬｍ
＋３は、隣接する第１画素列の第１赤色画素Ｒ１’、第２赤色画素Ｒ２’及び第２緑色画
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素Ｇ２’と電気的に接続される。
【００４６】
　ここで、データ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）には、交互に異
なる極性の電圧が印加されてもよい。
【００４７】
　従って、各第１画素列では、第１方向に沿って第１画素の２つのサブ画素ずつ交互に互
いに異なる極性の電圧の印加を受けてもよい。また、各第２画素列の第２画素の各々は、
第２方向に沿って交互に異なる極性の電圧の印加を受けてもよい。
【００４８】
　即ち、表示パネル１００は、全体的に２ドット反転駆動してもよい。
【００４９】
　１つのゲート配線は、第２方向に延びた第２画素列の第２画素と電気的に接続される。
【００５０】
　例えば、第ｎゲート配線ＧＬｎは、第１赤色画素Ｒ１及び第１緑色画素Ｇ１と接続され
る。第ｎ＋１ゲート配線ＧＬｎ＋１は、第１青色画素Ｂ１及び第２赤色画素Ｒ２と接続さ
れる。第ｎ＋２ゲート配線ＧＬｎ＋２は、第２緑色画素Ｇ２及び第２青色画素Ｂ２と接続
される。
【００５１】
　ここで、第１方向に配列された第ｋ単位画素列（ＬＩＮＥ　ｋ）及び第ｋ＋１単位画素
列（ＬＩＮＥ　ｋ＋１）は、３つのゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬｎ＋２）を含
む。ｋは、自然数である。
【００５２】
　駆動装置２００は、タイミング制御部１１０、駆動電圧生成部１３０、ゲート駆動部１
５０、及びデータ駆動部１７０を含む。
【００５３】
　タイミング制御部１１０は、外部から同期信号１０１及びデータ１０２を受信する。同
期信号１０１は、水平同期信号、垂直同期信号、及び水平同期信号に同期されたデータイ
ネーブル信号（以下、ＤＥ信号と称する）を含み、データ１０２は、赤色、緑色、及び青
色のデータを含む。
【００５４】
　タイミング制御部１１０は、同期信号１０１を利用して駆動装置２００の駆動タイミン
グを制御するゲート制御信号及びデータ制御信号を生成する。タイミング制御部１１０は
、データ１０２を保存する保存部（図示せず）を含む。タイミング制御部１１０は、保存
部の容量を増大させ、データ処理信頼性を向上させるデータ処理方式を通じて、データを
表示パネル１００の画素構造に応じて処理する。タイミング制御部１１０のデータ処理方
式は、図３、図４、及び図５を参照して詳しく後述する。
【００５５】
　図４を参照すると、タイミング制御部１１０は、受信されたＤＥ信号を利用して、Ｍ個
の単位画素に対応するＭ×Ｎ個の色データの印加を受け、Ｍ個の単位画素列のデータを色
データに束ねて、分けて処理する。ＤＥ信号は、１水平周期Ｈに対応するパルスと互いに
隣接する２つのパルス間に位置するブランクとからなり、ブランクの大きさは可変であっ
てもよい。Ｍは、２つ以上の自然数である。
【００５６】
　ここで、第１方向に配列されたＭ×Ｎ個の色データは、イメージの１フレームのために
必要なデータである。表示パネル１００に対応して、色データは第２方向にＴ列に配列さ
れる。本実施形態において、表示パネル１００は、Ｍ×Ｎ×Ｔ個の色データを含む。従っ
て、表示パネル１００は、Ｍ×Ｔの解像度を有し、フレームを表示する。
【００５７】
　また、表示パネル１００は、Ｔ×Ｍの解像度を示してもよい。
【００５８】
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　例えば、図５に示すように、タイミング制御部１１０は、受信された２つの単位画素列
データを次のように２つの色を表現する色データに束ねて、Ｔ×Ｍの色データを出力する
。即ち、赤色、緑色、及び青色データの各々は、２／３Ｈの間に出力される。以下におい
て、第ｋ単位画素列のデータを第ｋラインのデータと称する。ここで、データ駆動部１７
０は、受信された色データをアナログ形態のデータ電圧に変換してデータ配線（ＤＬｍ，
ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）に出力する。
【００５９】
　駆動電圧生成部１３０は、外部から受信された電源電圧を利用して、表示装置を駆動す
るための駆動電圧を生成する。例えば、駆動電圧生成部１３０は、データ駆動部１７０に
デジタル電源電圧ＤＶＤＤ及びアナログ電源電圧ＡＶＤＤを提供し、ゲート駆動部１５０
にゲートオン電圧ＶＯＮ及びゲートオフ電圧ＶＯＦＦを提供する。
【００６０】
　データ駆動部１７０は、タイミング制御部１１０から受信されたデータ制御信号に同期
して、データをアナログ形態のデータ電圧に変換して、表示パネル１００のデータ配線に
出力する。例えば、データ駆動部１７０は、２／３Ｈ周期に受信されるデータをアナログ
形態のデータ電圧に変換して複数のデータ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬ
ｍ＋３）に出力する。データ駆動部１７０は、図２に示した表示パネル１００の画素構造
に応じて、第２方向と平行に表示パネル１００の一側辺に配置されてもよい。
【００６１】
　ゲート駆動部１５０は、タイミング制御部１１０から受信されたゲート制御信号に同期
して、ゲートオン電圧ＶＯＮを含むゲート信号をゲート配線に順次に出力する。ゲート駆
動部１５０は、図２に示す表示パネル１００の画素構造に応じて第１方向と平行に表示パ
ネル１００の一側面に配置されてもよい。
【００６２】
　図３は、図１に示した駆動装置のブロック図である。図４及び図５は、図１の表示パネ
ルを駆動するためのデータ処理方式を説明するための概念図である。
【００６３】
　図１、図２、図３、図４、及び図５を参照すると、前述したように、駆動装置２００は
、タイミング制御部１１０、ゲート駆動部１５０、及びデータ駆動部１７０を含む。
【００６４】
　タイミング制御部１１０は、図２に示した表示パネルの画素構造に応じて、２つの単位
画素列データに含まれた６つの色データを２つずつ処理する。
【００６５】
　タイミング制御部１１０は、制御部１１５、及びデータ処理装置１２０を含む。
【００６６】
　制御部１１５は、受信された垂直同期信号Ｖｓ、水平同期信号Ｈｓ、及びＤＥ信号を含
む同期信号に基づいて、ゲート駆動部１５０及びデータ駆動部１７０の駆動を制御する。
【００６７】
　制御部１１５は、データ駆動部１７０に水平開始信号ＳＴＨ、ロード信号ＴＰなどを含
むデータ制御信号１１５ａを提供し、ゲート駆動部１５０に垂直開始信号ＳＴＶ、クロッ
ク信号ＣＫ、ＣＫＢなどを含むゲート制御信号１１５ｂを提供する。
【００６８】
　データ処理装置１２０は、保存部１２１、モード判断部１２２、及びデータ処理部１２
３を含む。保存部１２１は、タイミング制御部１１０の外部に実装されてもよい。
【００６９】
　保存部１２１は、ｐ番目フレームデータを保存する。ここで、ｐは、自然数である。
【００７０】
　モード判断部１２２は、ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル信号（ＤＥ
信号）のパルス数に基づいて、ｐ番目フレームデータの表示モードを判断する。即ち、モ
ード判断部１２２は、ｐ番目フレームデータに対応するＤＥ信号に基づいて、表示パネル
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１００にディスプレイされる出力画像が非自動回転モードでディスプレイされるのか、ま
たは自動回転モードでディスプレイされるのかを判断する。ここで、非自動回転モードは
、バイオスモード（ＢＩＯＳ　ｍｏｄｅ）、即ち、ベーシック入／出力システムモードで
あってもよく、回転モードはウィンドウズモード（Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　ｍｏｄ
ｅ）であってもよい。ウィンドウズモードは、自動回転機能を有しているが、バイオスモ
ードは自動回転機能を有していない。
【００７１】
　図２に示す表示パネル１００のためのイメージデータは、表示パネルの左側に配置され
たゲート駆動ユニット及び表示パネルの上部に配置されたデータ駆動ユニットを含む一般
的な表示装置のデータフォーマットとは異なる。例えば、図２に示す表示パネル１００は
、一般的な表示パネルのデータが回転された形態のフレームデータを表示する。ウィンド
ウズモードは、表示パネルのタイプに応じて回転されたフレームデータを提供することが
でき、バイオスモードは回転されたフレームデータを提供することができない。本実施形
態において、タイミング制御部１１０は、回転されていないフレームデータを正常な方向
の回転されたフレームデータに変換して提供することができる。
【００７２】
　具体的に、モード判断部１２２は、ｐ番目フレームデータに対応するデータイネーブル
信号ＤＥのパルス数に基づいて、表示モードを設定する。
【００７３】
　例えば、図４に示すように、ＤＥ信号に対応する解像度がＭ×Ｔであれば、即ち、ｐ番
目フレームデータに対応するＤＥ信号のパルス数がＴであれば、出力された出力画像が非
自動回転モードで表示パネル１００にディスプレイされるとモード判断部１２２が判断し
、モード判断部１２２は、表示モードを非自動回転モードに設定する。
【００７４】
　一方、図５に示すようにＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍであれば、即ち、ｐ番目フ
レームデータに対応するＤＥ信号のパルス数がＭであれば、出力された出力画像が自動回
転モードで表示パネル１００にディスプレイされるとモード判断部１２２が判断し、モー
ド判断部１２２は、表示モードを自動回転モードに設定する。
【００７５】
　データ処理部１２３は、回転部１２４及び補償部１２５を含む。
【００７６】
　表示モードが非自動回転モードである場合、回転部１２４は、ｐ番目フレームデータを
回転させる。
【００７７】
　例えば、ＤＥ信号に対応する解像度がＭ×Ｔであれば、回転部１２４は、ｐ番目フレー
ムデータを回転させる。即ち、出力画像を９０°回転させる。９０°回転された出力画像
に対応する解像度は、Ｔ×Ｍになる。即ち、ｐ番目フレームデータに対応するＤＥ信号の
パルス数がＭになる。
【００７８】
　ここで、ＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍに変わると、図５に示すように、受信され
たＤＥ信号は２／３Ｈに対応する長さ（period）を有する第１パルスを含む第１ＤＥ信号
に変換されて、第１ＤＥ信号が実質的にデータ駆動部１７０を図２に示すように駆動させ
る。
【００７９】
　表示モードが自動回転モードである場合、補償部１２５は、ｐ番目フレームデータ及び
（ｐ＋１）番目フレームデータを受信し、ｐ番目フレームデータに基づいて（ｐ＋１）番
目フレームデータを補償する。
【００８０】
　例えば、ＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍであれば、出力画像が自動回転モードで表
示パネル１００にディスプレイされるとモード判断部１２２が判断する。これによって、
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回転部１２４がｐ番目フレームデータを回転させずに（即ち、出力画像を９０°回転させ
ずに）、補償部１２５がｐ番目フレームデータの次に受信される（ｐ＋１）番目フレーム
データを補償する。
【００８１】
　ＤＥ信号に対応する解像度が、Ｔ×Ｍであれば、ｐ番目フレームデータは、既に外部か
ら９０°回転された状態で印加されたことを意味する。そのため、データ処理部１２３は
、ｐ番目フレームデータは９０°回転させず、保存部１２１のメモリ空間を利用して（ｐ
＋１）番目フレームデータを補償する。
【００８２】
　具体的に、補償部１２５は、ｐ番目フレームデータと（ｐ＋１）番目フレームデータと
を比較し、ルックアップテーブルでその比較結果に対応する補償値をチェックし、補償値
を用いて（ｐ＋１）番目フレームデータを補償する。
【００８３】
　続いて、図５に示すように、２／３Ｈに対応する長さ（period）を有する第１パルスを
含む第１ＤＥ信号ＤＥ１によって、データ駆動部１７０にデータ１０２として第１データ
ＤＡＴＡ１が印加される。このように、データ駆動部１７０が駆動されてもよい。
【００８４】
　従って、ＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍである場合、ｐ番目フレームデータは回転
されずに出力画像としてそのまま表示パネル１００に表示される。ここで、（ｐ＋１）番
目フレームデータが補償されるため、観察者は、ｐ番目フレームから（ｐ＋１）番目フレ
ームに出力画像が変わることを認識できない。
【００８５】
　図１に示すように、表示パネル１００は、横の長さが縦の長さより長い横長形状をデフ
ォルトとして有するが、表示パネル１００を９０°回転させた場合、回転させた後の表示
パネル１００の横の長さが縦の長さよりも短くなる。従って、９０°回転させた表示パネ
ル１００に表示される画像は、観察者の立場から見た場合、表示パネル１００が９０°回
転する前に表示された画像から９０°回転された画像で表示される。
【００８６】
　このように、表示パネル１００を９０°回転させる場合、表示パネル１００上に表示さ
れる画像も９０°回転させることによって、観察者は正常な方向の画像を見ることができ
る。
【００８７】
　ウィンドウズモードの自動回転モードでは、ウィンドウドライバーによってｐ番目フレ
ームデータが自動的に９０°回転され、データ処理部１２３は、（ｐ＋１）番目フレーム
データを補償する。バイオスモードの非自動回転モードでは、ｐ番目フレームデータの９
０°回転をデータ処理部１２３が実行する。
【００８８】
　これにより、観察者は、外部の表示モードに関係なく正常な画像を見ることができる。
なお、保存部１２１は、表示モードに応じて使用されることができ、メモリの使用を減ら
すことができる。
【００８９】
　データ処理装置１２０は、エンコーダー１２６、デコーダー１２７、及びマルチプレク
サをさらに含んでもよい。
【００９０】
　エンコーダー１２６は、ｐ番目フレームデータを圧縮しながらエンコードし、圧縮され
て小さいサイズを有するエンコードされたｐ番目フレームデータを保存部１２１が保存す
る。
【００９１】
　デコーダー１２７は、圧縮エンコードされたｐ番目フレームデータをデコードして、デ
ータ処理部１２３がデータ処理をする。
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【００９２】
　マルチプレクサ１２８は、表示モードに応じて、回転部１２４から出力される９０°回
転されたｐ番目フレームデータ又は補償部１２５から出力される補償された（ｐ＋１）番
目フレームデータを選択的に出力する。
【００９３】
　図６は、図１の表示パネルの駆動方式を説明するためのタイミング図である。
【００９４】
　図１、図２、及び図６を参照すると、データ駆動部１７０は、第１ＤＥ信号ＤＥ１に応
答して、２／３Ｈに対応する第１区間Ｔ１の間、赤色及び緑色データＲ１、Ｇ１を受信す
る。データ駆動部１７０は、タイミング制御部１１０から提供されたロード信号ＴＰに応
答して、第２区間Ｔ２の間、赤色及び緑色Ｒ１、Ｇ１をアナログ形態のデータ電圧に変換
してデータ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）に出力する。同様に、
データ駆動部１７０は、次の２／３Ｈの間に受信された青色及び赤色データＢ１、Ｒ２を
、ロード信号ＴＰに応答してアナログ形態のデータ電圧に変換してデータ配線（ＤＬｍ，
ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）に出力する。
【００９５】
　ゲート駆動部１５０は、第ｎ～第ｎ＋２ゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬｎ＋２
）に第ｎゲート信号Ｇｎ、第ｎ＋１ゲート信号Ｇｎ＋１、第ｎ＋２ゲート信号Ｇｎ＋２を
順次に出力する。
【００９６】
　第ｎゲート信号Ｇｎは、第ｋラインの赤色及び緑色データ電圧Ｒ１、Ｇ１が出力される
時点０１に同期して第ｎゲート配線ＧＬｎに出力され、第ｎ＋１ゲート信号ＧＬｎ＋１は
、第ｋラインの青色データ電圧Ｂ１及び第ｋ＋１ラインの赤色データ電圧Ｒ２が出力され
る時点０２に同期して第ｎ＋１ゲート配線ＧＬｎ＋１に出力され、第ｎ＋２ゲート信号Ｇ
Ｌｎ＋２は、第ｋ＋１ラインの緑色及び青色データ電圧Ｇ２、Ｂ２が出力される時点０３
に同期して第ｎ＋２ゲート配線ＧＬｎ＋２に出力される。これによって、第ｋ及び第ｋ＋
１単位画素列（ＬＩＮＥ　ｋ，ＬＩＮＥ　ｋ＋１）にデータ電圧が充電される。
【００９７】
　図７は、本発明の図１の表示パネルの駆動方法を説明するためのフローチャートである
。
【００９８】
　図１、図３及び図７を参照すると、補償部１２５及びエンコーダー１２６は、ｐ番目フ
レームデータを受信する（ステップＳ１１０）。
【００９９】
　エンコーダー１２６は、ｐ番目フレームデータを圧縮エンコードする（ステップＳ１２
０）。保存部１２１は、圧縮エンコードされたｐ番目フレームデータを保存する（ステッ
プＳ１３０）。保存部１２１は、圧縮エンコードされたｐ番目フレームデータを保存する
ことによってメモリエリアを節約することができる。
【０１００】
　補償部１２５及び回転部１２４がｐ番目フレームデータを処理することができるように
、デコーダー１２７は保存されたｐ番目フレームデータをデコードする（ステップＳ１４
０）
【０１０１】
　モード判断部１２２は、ｐ番目フレームデータに対応するＤＥ信号のパルス数に基づい
て、表示パネル１００にディスプレイされる出力画像が非自動回転モードでディスプレイ
されるか、または自動回転モードでディスプレイされるか、表示モードを判断する（ステ
ップＳ１５０）。
【０１０２】
　表示モードが非自動回転モードであれば、回転部１２４は、ｐ番目フレームデータを回
転させる（ステップＳ１６０）。
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【０１０３】
　表示パネルモードが自動回転モードであれば、補償部１２５は、（ｐ＋１）番目フレー
ムデータを受信し（ステップＳ１７０）、ｐ番目フレームデータに基づいて（ｐ＋１）番
目フレームデータを補償する（ステップＳ１８０）。
【０１０４】
　マルチプレクサ１２８は、表示モードに応じて、回転部１２４から出力される回転され
たｐ番目フレームデータ、又は補償部１２５から出力される補償された（ｐ＋１）番目フ
レームデータを選択的に出力する。
【０１０５】
　本発明の実施形態１によれば、ＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍであれば、ｐ番目フ
レームデータは、既に外部で９０°回転された状態で印加されたことを意味する。そのた
め、ｐ番目フレームデータは９０°回転されることはなく、保存部１２１のメモリ空間を
利用して、（ｐ＋１）番目フレームデータが補償される。従って、表示パネル１００の表
示品質が向上される。
【０１０６】
実施形態２
　図８は、実施形態２により表示パネルの画素構造を示す概念図である。
【０１０７】
　実施形態２による表示装置のブロック図は、図１に示した実施形態１による表示装置と
実質的に同一である。従って、対応する要素に対しては、対応する参照番号を使用し、重
複する説明は省略する。図１及び図８を参照すると、表示装置は、表示パネル３００及び
表示パネル３００を駆動する駆動装置２００を含む。
【０１０８】
　表示パネル３００は、Ｎ個の画素からなる単位画素が配列された単位画素列が定義され
、第１方向に画素が配列された第１画素列と第２方向に配列された第２画素列とを含み、
互いに隣接する一対のデータ配線は、第１画素列と電気的に接続され、１つのゲート配線
は、互いに隣接する一対の第２画素列と電気的に接続される。Ｎは、自然数である。
【０１０９】
　例えば、図２に示すように、表示パネル３００は、複数のデータ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ
＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）と、複数のゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬｎ＋
２）と、複数の単位画素Ｐとを含む。各単位画素Ｐは、赤色（Ｒｅｄ）、緑色（Ｇｒｅｅ
ｎ）、及び青色（Ｂｌｕｅ）の画素を含む。ｎ及びｍは、自然数である。
【０１１０】
　例えば、データ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）は、第１方向に
延長され、ゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬn＋２）は、第１方向と交差する第２
方向に延長される。第１単位画素Ｐ１は、第１方向に配列された第１赤色画素Ｒ１、第１
緑色画素Ｇ１、及び第１青色画素Ｂ１を含む。第２単位画素Ｐ２は、第１単位画素Ｐ１と
第１方向に隣接するように配置され、第１方向に配列された第２赤色画素Ｒ２、第２緑色
画素Ｇ２及び第２青色画素Ｂ２を含む。
【０１１１】
　図８を参照すると、複数のデータ配線は規則性を有し、第１方向に配列された画素と電
気的に接続される。即ち、隣接する一対のデータ配線は、第１方向に延長された第１画素
列の第１画素のサブ画素と１つずつ交互に電気的に接続される。
【０１１２】
　例えば、第ｍデータ配線ＤＬｍは、隣接する第１画素列の第１赤色画素Ｒ１、第１青色
画素Ｂ１及び第２緑色画素Ｇ２と電気的に接続され、第ｍ＋１データ配線ＤＬｍ＋１は、
隣接する第１画素列の第１緑色画素Ｇ１、第２赤色画素Ｒ２及び第２青色画素Ｂ２と電気
的に接続される。
【０１１３】
　第ｍ＋２データ配線ＤＬｍ＋２は、隣接する第１画素列の第１緑色画素Ｇ１’、第２赤
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色画素Ｒ２’及び第２青色画素Ｂ２’と電気的に接続され、第ｍ＋３データ配線ＤＬｍ＋
３は、隣接する第１画素列の第１赤色画素Ｒ１’、第１青色画素Ｂ１’及び第２緑色画素
Ｇ２’と電気的に接続される。
【０１１４】
　ここで、データ配線（ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３）には交互に異な
る極性の電圧が印加されてもよい。
【０１１５】
　従って、各第１画素列の第１画素は、第１方向に交互に互いに異なる極性の電圧の印加
を受けてもよい。また、各第２画素列の第２画素は、第２方向に交互に、異なる極性の電
圧の印加を受けてもよい。
【０１１６】
　即ち、表示パネルは、全体的に１ドット反転駆動で駆動されてもよい。
【０１１７】
　１つのゲート配線は、第２方向に延長された第２画素列の第２画素と電気的に接続され
る。
【０１１８】
　例えば、第ｎゲート配線ＧＬｎは、第１赤色画素Ｒ１及び第１緑色画素Ｇ１と接続され
、第ｎ＋１ゲート配線ＧＬｎ＋１は、第１青色画素Ｂ１と及び第２赤色画素Ｒ２と接続さ
れ、第ｎ＋２ゲート配線ＧＬｎ＋２は、第２緑色画素Ｇ２及び第２青色画素Ｂ２と接続さ
れる。
【０１１９】
　ここで、第２方向に配列された第ｋ単位画素列（ＬＩＮＥ　ｋ）及びｋ＋１単位画素列
（ＬＩＮＥ　ｋ＋１）は、３つのゲート配線（ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬn＋２）と電気
的に接続される。ｋは、自然数である。
【０１２０】
　従って、隣接する一対の単位画素列は３つのゲート配線と電気的に接続されるため、ゲ
ート配線の個数を減らすことができ、データ電圧が各々充電される時間が増加する。
【０１２１】
　図１に示すように、駆動装置２００は、タイミング制御部１１０、駆動電圧生成部１３
０、ゲート駆動部１５０及びデータ駆動部１７０を含む。
【０１２２】
　タイミング制御部１１０は、受信された２つの単位画素列データを次のように２つの色
データに各々束ねて出力する。第ｋ及び第ｋ＋１単位画素列のデータは２Ｈの間に出力さ
れ、初めの２／３Ｈの間に第ｋ単位画素列の赤色及び緑色データが出力され、次の２／３
Ｈの間に第ｋ単位画素列の青色データと第ｋ＋１単位画素列の赤色データとが出力され、
次の２／３Ｈの間に第ｋ＋１単位画素列の緑色及び青色データが出力される。本発明の実
施形態２による駆動装置のブロック図は、図３に示した実施形態１による駆動装置のブロ
ック図と実質的に同一である。従って、対応する要素に対しては、対応する参照番号を使
用し、重複する説明は省略する。
【０１２３】
　本発明の実施形態２による表示パネルを駆動するためのデータ処理方式を説明するため
の概念図は、図４及び図５に示すデータ処理方式を説明するための概念図と実質的に同一
である。従って、対応する要素に対しては、対応する参照番号を使用し、重複する説明は
省略する。
【０１２４】
　本発明の実施形態２による表示パネルの駆動方式を説明するためのタイミング図及びフ
ローチャートは、図６及び図７に示すタイミング図及びフローチャートと実質的に同一で
ある。従って、対応する要素に対しては対応する参照番号を使用し、重複する説明は省略
する。
【０１２５】



(16) JP 2010-164949 A 2010.7.29

10

20

30

　本発明の実施形態２によると、ＤＥ信号に対応する解像度がＴ×Ｍであれば、ｐ番目フ
レームデータは９０°回転されることがなく、保存部１２１のメモリ空間を利用して（ｐ
＋１）番目フレームデータが補償される。これにより、１ドット反転駆動で駆動される表
示パネル３００の表示品質が向上される。
【０１２６】
　本発明の実施形態によれば、出力画像が横モードでディスプレイされる場合、出力画像
を９０°回転させて表示パネルに表示し、出力画像が自動回転モードでディスプレイされ
る場合、フレームが変わるときに出力画像が変わることが観察者に認識されないように出
力画像を補償する。従って、出力画像が常に正常方向に表示され、出力画像を回転させな
い場合には、出力を補償することによって、表示パネルの表示品質を向上させることがで
きる。
【０１２７】
　以上、図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本発明
はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者で
あれば、特徴請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例または
修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的範囲
に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１２８】
１１０　　タイミング制御部
１１５　　制御部
１２０　　データ処理装置
１２１　　保存部
１２２　　モード判断部
１２３　　データ処理部
１２４　　回転部
１２５　　補償部
１２６　　エンコーダー
１２７　　デコーダー
１２８　　マルチプレクサ
１５０　　データ駆動部
１７０　　ゲート駆動部
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